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外国人教師（人文学部） 6 2 . 1 0. 1 
1 9 7 7. 9 パリ大学卒業
1 9  8 1 . 9. 1 文学修士
担当：ドイツ語会話， ドイツ語作文
o 大 西 武士 教授 （経済学部）
昭 28. 3 （ 旧制）東京大学法学部卒業
担当：民事法（債権法）
0 志津田 一彦 助教授 （経済学部）
6 2 . 1 o. 1 
昭 57. 4 中央大学大学院法学研究科博士課程
後期課程退学
担当：企業関係法（商法概論）
o 松島 房和 助教授 （理学部〉 62. 1 0. 1 





あり ， 諸君たち乙そがまさに世界史をきり ひらく壮大
な事業に取組むことになるのである。 それは決して不
可能な乙とでも見果てぬ夢でもなく， きわめてリアル





教 官 α工ロコ α工ロコ
0 草開 清志 助手 （工学部） 62 . 1 0. 1 
昭 54 .3 東北大学大学院工学研究科博士課程
修了（工学博士）
担当：金属材料学
0 須山 幸男 教授 （教養部） 62 . 1 0. 1 
昭 2 3 .3 九州大学理学部数学科卒業
担当：数学
0 下川 茂 講師 （教養部） 6 2 . 1 0. 1 




新任の ごあ い さ つ
Watashiwa “Amerika？” 
dewa nai desu . Ich bin 
aus der Bundesrepubik D­
eutschland, aus konstanz 
am Bodensee. Dort habe 
ich russische und deutsche 
Sprache und Literatur st­
udiert. Zuletzt babe ich 
m einem gemeinsamen Forschungsprojekt des 
Fachbereichs Literaturwissenschaft Uber “Inter­
textuali溢t und Fiktionalit瓦t” mitgearbeitet .
Dass ich nun in Japan bin , liegt daran , dass 
ich gerne auf brauchbare zuf瓦Ile eingehe und .au­
sserdem erkunde ich gerne fremde L話nder. Reisen 
ist Lesen in anderer Form 
Manchmal empfinde ich das Leben bier als sehr 
anstrengand. Sowie das Land betritt , ist man 
von einer gnadenlosen kakophonie der Bandaufn­
ahmen. Werbeslogans, Lautsprecherdurchsagen ... 
umgeben－ “im Land der stille”. Diese i.i her­
m証ssige Besorgtheit der Automaten urn die Me­
nschen ist ir・ritierend Es wirkt dem Gefi.ihl von 
“Anzen” sozusagen entgen . Aber gerade das 
ist es wohl , was mich jetzt schon das zweite 
Mal nach Japan gezogen hat ( vorher war ich 




In der sowjetischen Literaturtheorie gibt es den 
Begriff der Desautomatisierung der W ahrnehmu­
ng. Durch Verfremdung und Verstδrung steigert 
sech ihre Intenset亙t. Daran wiederum gewδhnt 
man sich und es ist schwer darauf zu varzincht­
en ... soviel zu meiner Motivation. bier zu sein. 
Nati.irlich gibt es auch allerhand Genlisseーvom
Essen i.ibervdie heissen Quellen zu den Festen一，
die locken 
Toyama ist mir als Stadt sympatisch . Wenn 
man mit den Leuten spricht, wird bald das kul­
turelle Defizitgeflihl gegenliber Kanazawa zum 
Thema und man merkt, an den offentlichen An­
lagen, Museen, der Strassenbahn .. , dass sich die 
Stadt bemliht, dieses Defizit一ob nun tats瓦chlich
vorhanden oder nicht-zu flillen. Ausserdem sch­
eint mir, class hier traditionelle Verhaltensform­
en noch ziemlich ausgepr瓦gt sind und es gib t 
fi.ir mich viel Neues一keineswegs “kenne ich mi­
ch aus 
enzulernen 




温 暖の地で学生生活 をおく り ，
卒業後も 勤務地はずっ と東京
都内で し た 。 此度， 本学に お
経済学部教授 大 西 武 士
世話に なる こ と と な り ， は じ め て富山にまい り ま し た 。
富山駅の売店で 絵葉書を買ってみると雪に埋 も れた 富
山城の写真があ り ， 大学に ついて「富山大学概要 」を
い た だ き 表紙をみると白銀の立山連峰が輝いていま し
た 。 富山の雪とは どんな も のか， 冬が来るのが待遠 し
いや ら ， こ わいや ら好奇心がうずいて お り ます。
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私は経済学部で民事法を 担 当 い た します。 大学卒業
以来金融機関に勤務し金融界で発生す る 法事問題の解
決を 担当してまい り ました o おかげ で実践的法務には
慣れてお り ますが， 諸先生方のよ う に学者 として正規
の教育を受けてお り ません。 最高学府で私の実践法務
に関す る 経験 が ど こ まで通用 す る か， 懸念、に堪えない
と こ ろ であ り ますo 金融界 ではなんとい っ て も 利潤の
追求が第ー です か ら ， 営業が先行し， 新しい金融商品，
金融シ ス テ ムが独 り 歩 き して， 法務が こ れを息せき き
っ て追っかけ る と い う状態が続い て き ました。 本学』ζ




F慨帆暗悼脚 本年の10月 1 日 付 で， 琉球大
学法文学部か ら経済学部の一 員
に加え て い た だ く こ とに相成 り
ました。 わた く しは， 長崎 で生
まれまして大分で一時暮 らした
こ と がございますが， 長崎で10
数年を過ごしましたo 大学は大
阪， 大学院は東京で過 ごし 南
国沖縄に伺年か 居 り まして ， こ の た び ど縁がどざいま
して富山で生活 さ せ てい た だ く こ と に相成 り ました。
日 本列島の南西半分を恰も十字にき っ た よ う に点々と
移動してまい り ました。
わ た く しは， 専門は商法 でございますが， 海商法を
目下手がけて お り ます。
先 日 テ レビ で も 放送して お り ましたが， 北 日 本を 中心
として勾玉の原料た る 菊翠 （ ひすい ） を め ぐ る 交易が
あ っ た こ と （ 長崎に も菊翠は あ る も の の， こ ち ら と は
成分や その濃度が違っ て い る よ う です。）を知 り まし
た。 また ， 琉球料理に出て く る コ ン ブ も 富山の薬売り
なく な り ましたが， 今度は伺 もしなければそれで もす
ませ る こ と が で き る だけに， か え っ て 立派な学問的業
績を残さ なけれ ばならない と い う 良心 の阿責が圧迫感
と な っ てお り ます。 も っ と も 2 の方は現実のニー ズが
あ る わけでは あ り ませんの で， そ の う ちにあ き ら めて
しま う か もわか り ませんo
以上， 自己紹介をかねて現在の心境を 申し上げまし
た が， 大学の教官， 事務官， 学生の皆様， それに富山
市の皆様方ま 乙 と によ い方々ばか り で， 公私ともに毎
日 快適に過して お り ます。 ど う ぞ今後と も よ ろしくお
願 い 申し上げます。
あ L、 さ ずコ
経済学 部助教授 志津田 一 彦
と関係があ り ， 薬が売れてしょう が な く 薩摩藩で差止
処分にさ れた の で富山藩 と 売薬 さ んの グループが協力
して コ ン ブを 北前船で送 り ， それ以後コ ン ブが沖縄 （
当時の薩摩藩琉球王国 ） の地で食べ ら れ る よ う にな っ
た と も窺っ た こ と がございます （ 高岡高商編『富山売
薬業史史料集上巻』 78 7 頁 ） 。 こ の よ う に身近な例を
と り あ げまして も， い ろんな分野 で交易があった こ と
が窺え， こ れまで点々 と 移 り 住ん でま い り まし た わ た
く しにと り ましては， 感慨深 い も のがございますo こ
の狭い 日 本K， い ろ んな 文化圏が あ る も の だ と ， そ し
て それを いつま で も 大切にしていかなければな ら な い
と 思います。
わ た く しは， 初冠雪の降 り た， まさ に壮厳というべ
き 立山連峰を 仰 ぐ富山の地で， こ の恵まれ た山紫水明
の地で暮 ら す こ と が で き ますのを， 心 よ り 嬉しく思 っ
て お り ます。 ま だまだ未熟者 でございますが， 教育と




10月 1 日 か ら 理学部物理の レ
ー ザ 一 物理講座へ着任しました。
レ ー ザ ー 光は 人聞が自ら造 り 出
した特殊な光で， その様々な特
長を利用す る と 原子や分子のよ
う なミ ク ロ の世界でお こ る い ろ
い ろな物理現象を つぶ さ に調べ
る 乙 と がで き ます。 富山大は 全
国で も め ず らし く 乙 の方面の研究が 充実してい る 大学
です ので， 着任に あ た っ て も 先任の 先生方の名を汚さ
ぬ よ う に と念 じ て参 り ました。
さ て富 山へ来てまず、出会 っ た 乙 と は 言葉の問題でし
た。 と い う と 大げ さ ですが， 地元の 人 と の会話では 時
と して聞き慣れない又は聞 き と れない 言葉があ る ので
す。 すぐ問い直せば よ い ものを， あ て推量で答えて い
る と 最後には会話が ち ぐは ぐ にな っ て， お互い顔を見
合わせた り す る始 末ですo も っ と も ， ひ と 月 以上経 っ




10月 1 日 付で金属工 学科助手
に着任致しましたo 富山大学は
私が学部生活を送 っ た 母校です
ので， そ の母校で教官の任に着
い た 事に 強い責任を感 じ て お り
ますo 私は金属材料学の講座に
所属してお り ， 主に鋼中微量添
加元素の役割 と挙動， 鋼の成形
性 と集合組織， 鋼の相変 態 と組織など， 鉄鋼材料の研
究に基鑓を 置 い て 研究を進めて お り ます。 さ ら に現在，
先端材料 と 目 さ れ， ま た 社会の要求度の 高い領域の研
究 に も 目を向け， ニッケル基超合 金， チタ ン 合金など
の組織 と 特性の解明 に挑戦してお り ます。
の 挨 拶
理 学部助教授 松 島 房 和
目のあ た り にして育 っ た た めか， 富士山には と て も 愛
着があ り ます。 の ち 上京してか ら も ， デパー ト の屋上
な どか ら 小 さ な富士山が見え る と向かほ っ と し た もの
で、すo 今度は そ う も ゆ く まい と 思 い ， 広島生まれで富
士山には伺の未 練 も ない妻に感傷 を も らした のが間違
いでした。 答え て 日 く ， 「単に富士山の士の字が と れ
た だけ じ ゃないのO J け だし名 言 と 感服しました。
冬仕度の 乙 と が話題になる と い う の も 乙 れまで雪の
生活を経験した 乙 と のない身に と っ ては一種の風情と
感 じ ら れます。 しかし積雪の 日 々の様子を耳にす る に
つれ心配も 募 っ て き ます。 そ の よ う なと き ， 研究室の
学生諸君 が温か い助 言を 与え て く れます。 「雪の 日 の
ブー ツ は魚釣 り に使 う よ う な腰まであ る 長いやつが必
要だJと か 「雪が降 っ た ら あ き ら め て， 慌てず騒がず
学校を休めj等 。々 さ て ど う な り ますか。
まずは最初の年 ， 皆僚に も御迷惑をおかけす る 乙 と
と 思 います が， 士のない富士山で頑張 っ て ゆき た い と
思いますo
御 挨 拶
工学部助手 草 開 清 志
最近の金属学の分野は 他の理 ・ 工学の分野 と 同様に
新合金， 新素材の開 発， 新機能， 極限条件下の性能の
追求， ……と 先端技術を支 え る 要と して， 目ま ぐ る し
い 発展を遂げつつ あ り ます。 こ の渦中 に あ っ て， 現在
の金属学は工学的に増々複合化， 統合化 さ れつつ あ り ，
また一方， 学術が進歩すればする ほ ど専門化， 細分化
さ れて い っ てお り ます。 乙 のよ う な中で， 金属学に携
わ る 者 と して ， 如伺な る 姿勢で教育， 研究に臨み， ま
た 乙 れ ら に如伺な る 貢献が成し得る のか， 非力の身に
と っ て課題 は極 め て大であ る 訳で， 目 下模索奮闘して
い る 所です。 折に触れ てのみなさ ま方の御教導， 御鞭
撞を お願い致します。 ど う ぞよ ろしく 。
- 6 ー
新任




つづけて来ました o また， 最近
瞥 く の間数学教 育 と 日 本語 に つ
い ての調査をしましたO
広島生まれで， 高校 （ 旧制 ）
までの20年間 を その 地 で過ごし その 後九大を卒業，
同 じ大学の研究室に勤務して， 25年前 に短大開学と同
時 に富山に住むよ う に な り ました。 と い う わけで， 富
山 は私に と っ て一番長 く 縁の あ る と こ ろ と な る でしょ
つO
教科書の上でしか知 ら な か っ た頃， 富山県か ら連想
し た 乙 と は雪， 売薬， 紙風船， 山岳， 唇気楼， ほ た る
いか， 藁靴， く る う 病， イ タ イ イ タ イ病， そして私立




教養部教授 須 山 幸 男
そ の後， こ の学校は 県立， 国立 と 移 り そ し て現在
の富山大学に な っ た 乙 と は御存知の通 り です。
な にしろ， 私立高校 があ る と 乙 ろ と いえば， 東京と
神戸 と い う 大都会であ っ て， その総数は僅か に 3 校だ
っ た と思います。
そ れ で， 乙 乙 は 大都会か ら 遠 く 離れた地方 と は いえ，
田園都市の の びや か さ と 文化の香 り と が程 よ く 漂 う 風
土だろ う と 想像して い ました。 現実は少々乙 れ と ずれ
て はいました 。
気候温暖な土地 に 育つ も の は， 雪は冬の風物と憧れ
ます。 そ れが， 乙 ち ら での最初の冬が38豪雪でしたo
自然の厳しさ を教え ら れ， 乙 の 地 で生 き て行 く には律
犠で， 笑い少 な く ひたす ら 真面目に 生活を律しな く て
は いけないのか も 知れ な い と思いましたo
停年までは 3 年 間 と 半です。 な にぶん よ ろし く 付 き




10月 1 日 付 でフ ラ ンス語講師
と して赴任しましt:.o こ れまで，
高知， 京都， 豊中 （ 大阪府 ） ，
東京， 船橋 （ 千葉県 ） と ， 比
較的温暖な土地 に住ん で き まし
た の で， 富山の 気候・風土の違
い に ， 少し と まど、 っ てい る と 乙
ろ です。 10月 中旬に， 一度， 秋
と は思 えぬ程冷え 乙 んだ乙 と があ り ， 来 るべ き冬の厳
しさ を予感さ せましたo しかし， と き お り 町か ら眺め
ら れ る 立山連峰も． 向度か訪れ た岩瀬・八重津の 海 も ，
ま乙 と に美し く ， 自然が急に身近に な っ た よ う に感 じ
て います。
考え てみれば， 私が専門 と す る ス タ ン ダールの故郷
グルノーブ＇Iレは， 海 乙 そ近 く に あ り ませんが， 四方を
教養部講師 下 川 茂
アルプス の山々に固まれ， 夏は署 く ， 冬は雪の 多い盆
地の町であ り ， 乙 れか ら ス タ ン ダールを研究して い く
上で， 富 山は恰好の地か もしれません。 故郷の人間関
係に苦しんだス タ ン ダール ですが， 故郷の 自 然 には終
生愛着し， は じ めてパ リ に 出 た と き は， 「山が な い」
た めパ リ を好き に な れ な か っ た程 です。 同時代の ロ マ
ン派の作家 た ち と は一味違 う 彼の 自然抽写を解明 す る
手がか り を， 富山で得 ら れ た ら と 期待しています。 も
ち ろ ん， 食物の種類 と 豊富 さ では， 日 本海に面した 富
山の方が， は る かに優っ て い ます。 豊か な 自 然のめ ぐ
みに よ っ て英気を養い ， ね ば り 強 く 研究を続けて い き
た い と思 っ ていますo また フ ラ ン ス語教 育に 関 して も ，
乙 れまでの経験 を生かしつつ ， あ ら た な 気持 で と り く
ん でい き た い と 考え て います。 学生諸君の協力 と ， 諸
先生の御指導， 御鞭達を御願いす る 次第です。
一 7 -
「イタリアの美術大学と美術系職業人養成学校j
イ タ リ アの都 市 で一番好き な のは ど乙 か， と聞かれ
た ら 困っ てしま う o全ての都 市が個性的 で， そ れぞれ
に魅力的だか ら です 。私は国立ヴィ ラ ・ ジュ リ ア美術
館に籍を置い て壁画の研究を行 っ た の で， ローマに住
んでいましたが， 壁画を 見 る た め に 各地の 地方都 市を
訪れ る 事 も 多 か っ たoどの 都 市 に も 固有の歴史と 文化
があ っ て ， そ の町の誇 り とす る 都 市の顔が あ る のは，
実 に う ら や ましい事 です 。
と 乙 ろ で， 機会があ っ て， イ タ リ ア各地の美術学校
を訪ね， そ の授業内容を 見学しましたD 国立の美術学
校 としては， アッカデミア ・ ダルテ （ 国立美術大学 ）
が11校と， イ ス ティテュー ト ・ ダルテ （ 国立美術系職
業人養成学校 ） が23校 あ り ます 。 アッカデミア・ダ ル
テ は， 高校又は イ ス ティテュー ト ・ ダルテ を卒業した
者が入 り ， 4 年制です 。 イ ス テイテュー ト ・ タ ”ルテ の
方は， 中学校を 卒業した者 （ 13～14歳 ） が入 り ， 5 年
制です 。 日 本 では国立の美術系学校は数え る 程しか無
いのに， 合わせて34校 も あ る のは さ すが芸術の国イ タ
リ アです。特に， イ ス テイテュー ト ・ ダルテ に 相 当す
る ものは， 我国では皆無 です 。手 仕事を大切にして き
た イ タ リ アが， 国を挙げてこの分 野 に 力 を 入れて い る
事の表れでしょ う 。
イ ス テ ィテ ュート ・ ダルテ の 専門 コ ース は， 次の よ
う に広範囲に わた っ ています。木工， 金工 （ 彫金， 鍛
金 ） ， 織物， 染色， 服飾， 絵画， 装飾絵画， 彫刻， 壁
画， モザイ ク ， 絵画修復， 印制， 写真， 建築， イ ンテ
リ ア， 陶芸， 工業デザ イ ン， 舞台デザイ ン， 革細工，
グ ラ フ イ ック ， 宝石細工， ガ ラ ス 工芸， ス テ ン ド グ ラ
ス ， 化粧漆喰， レース 編みな ど、で、す 。 も ち ろん， 各学
校 に 全て のコース が あ る わけでな く ， 学校 に よ っ て い
く つかの固有の コ ース を持 っ て い ます。例えば， ヴェ
ネ ツ イアではガラ ス工芸， フ ァエ ン ツ ァでは陶芸， カ
ツ ラ ー ラ では大理石 と言う よ う に， そ の土地の伝統的
産業区関連して， 各学校が得意 と す る ユニー ク な コ ー
ス を持 っ て い る わ貯です 。 乙 乙 を卒業した者は， そ の
まま美術系職業人と して各分野で‘ 仕事 に つ く 事 が 可能
です 。一部の者は アッカデミア ・ ダ／レテ に進み， さ ら
に美術家 としての勉強を続ける 事 に な り ます。な る ほ
ど， ミケ ラ ンジヱロ に して も レオナル ド にして も， 最
初は工房に 入 っ て， 美術職人 と して の 修業か ら 出 発し
た の であ っ たo言し1かえ れば， 偉大な ルネッサンス の
教育学部助教授 丹 羽 洋 介
芸術 も ， 一部の 大芸術家のみに よ っ て 生み出さ れた も
の で は な く ， 高度の職人技術の集大成 と して 成立した
も の では な い でしょう 力、 乙 の ルネッサン ス の大工房
の よ う な イ ス テイテュー ト ・ ダルテ の諸設備 は， 大変
充実しています。授業の方法は， 確実に段階を経て，
誰で も が一定の レベ、ルに達す る よ う に な っ て い る よ う
です 。つ ま り ， 手に よ っ て覚え手に よ っ て考え る 事に，
徹底して時聞をかけて い る の でしょう 。入学試験は無
い の で， 生徒の質はま っ た く マチマチだが， 制作量が
多いの で， 高学年 に な る と 驚 く 程高度の ものを作 り 出
してい ます。
学校の校風も， 町 と 同 じ よ う に 個性的です。例えば，
同 じ 北イ タ リ アのモデナ と パドヴァを比較す る と ， か
な り 対照的です。モデナ は陸軍士官学校の あ る 町 で，
静か で‘落ち ついています。喧噌のロ ー マか ら 来 る と，
ま る で外固に来た よ う な 気がす る 位です。町 と 同 じ よ
う に ， モデナ の学校の授業は伝統 に根ざし た も の で，
非常に堅実な印象を受けましたo一方のパ ドヴァは，
イ タ リ アの町 と しては現代的 で活気が あ り ます。各科
と も ， モダン な セ ンス で新しい タ イ プの作品を 目指し
て いましたo乙 のパ ドヴァの イ ス ティテユ ー ト ・ ダル
テは， 侍に雰囲気の良い学校 でした 。学長 が と て も 気
さ く な 人 で， みずか ら 全教科を案内して説明し て く れ
ましたo学校全体 に活 気が あ っ て， 学 生 も 真剣な 態度
で， しか も 親しみやす く な ごやかでし た 。
思えば， イ タ リ アは不思議な国です。一方では，
ラ ノや ト リ ノな どで世界の 最先端を行 く 工業製品 を 生
み出しつつ， そ れ と 両立す る 形で， ルネッサンス の大
工房の よ う な職人世界が今 で も 展開して い る の です。
全体的に 見 る と ， イ タ リ アでは機械製品に対す る 信頼
度は 高 く あ り ません。ローマの テ ルミニ駅の 地下鉄の
エ ス カ レ ー タ ーが， 一台 も 故障しな い で全部が動い て
い る 光景は， つ い に一度 も 見 る 事があ り ませんでした 。
き びしい輸入規制に も かかわ ら ず， 日 本製品が町に溢
れてい る の も 無理は な いか も 知れません。しかし， そ
の優れた 日 本の工業製品 も， 元は と 言えば， ヨーロッ
パで、の伝統的手仕事の延長線上に あ る の では な い でし
ょ う 力、 パ ドヴァの美術系職業人養成学校の学長に聞
い てみたo 『乙 ん な に 若い う ち か ら 実技の訓練 に 専念
で き る と 良い で‘すね。 日 本 では 乙 う は行 き ません。』
気さ く な 学長の 乙 の時ばか り は 真剣な 力の 乙 も っ た 言
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葉が強く 印象K残っ た。 『そう， で も こ れで も 遅い位 です よD 特に 乙 うした 手仕事の勉強Kはね。』
αXXX> 学 部 だ よ り どまX文京〉
圃人文学部
乙 の度， 本学人文学部の藤本 幸夫先生 （ 朝鮮語学 ） 出版 文化賞が与え ら れました。 こ の賞は学界K貢献す
と 大和文華館の吉田宏志氏 （ 朝鮮絵画 ） 共訳の『朝鮮 る こ と多大 と 考え られ る良質の翻訳出版物に与え ら れ
絵画史』 （ 安輝漕著， 吉川弘文館干IJ, 1 9 8 7年 3 月 ） る も のです。 ( K • y ) 
に対して， 日 本翻訳者協会 よ り 1 9 8 7年度の 日 本翻訳
遼寧大学副 教授 顧歪相先生講演会
『中国の改革と現状ー中日の歴史より見た－J
去 る 10月 21 日 （水） 午後 3 時～ 5 時， 本学人文学部
122番教 室にお いて， 顧杢 相氏の講 演会が開催 さ れたO
氏は本学 と友好関係にあ る 中 国遼寧大学歴史系の副
教授で， 同大学の副学 長で も あ る 。本年 8 月 31 日 か ら
11 月 3 日までの約 2 ヶ月 間 ， 友好学術交流の打ち 合わ
せ と 研究の た めに来 日 さ れたO 氏の専攻は中国前近代
史 と 史学史であ り ， 著書には『司馬光』『中国古内攻
革家』 『資治通鑑選読』 『改 革理論探索』等多数があ
る。 特に歴史上の改草花対す る 関 心が強く ， それ らの
分析の結果を現代の改革に いかに活かすかが， 氏 に と
っ て の究極のテー マ だ と さ れ る 。 氏 自 身， 遼寧省行政
管理学会副会長の 要職を兼任して， 実地に改革IL取 り
組まれて お り ， 今 回 の来 日 を機に上 記の標題で記念講
演が行われた。 そ の概要は 以下の通 り で あ る J
中 日 両民族は偉 大な民族で， 悠久の歴史を持ち， 人
類の 発展の た めに と も に貢献をなし て き たが， 両国の
発展の僚は そ れぞれ異なっ て い る。 例 えば中国は唐宋
時代には先進国であ り ， 日 本は中国か ら 多く を学んだ
が， 近 代になる と そ の立場が逆転し， 日本は世 界の経
済大固に成長した。乙 の 相違を も た らした 原因は多数
あ る だ ろうが， 最 も 重要な乙 とは改 革の 果 たした役割
であ る。 改革が先進 と 落後， 繁栄 と衰亡 と を決定した
のであ る。
乙 乙 で、三つの問 題を提示して， 諸先生 方の教え を請
い た い と思う。 第一点は， 歴史は改 革の 中で前進す る ，
という乙 とで あ る o 日 本では 大化の改新 と 明治維新が
有名だが， 特に後者 はu富国強兵”m殖産興業”を ス
ローガンに多 く の改革がな さ れ， 日 本を短期 間のうち
に資本主義国家K 発 展 さ せ た。 改 革が日 本社会に質的
（要 約） 人文学部助教授 檀 上 寛
飛躍を も た らした のであ る o
乙 れは中国 も 同様で あ る D 分烈割拠の戦国時代を収
束 さ せたのは秦だが， 秦は 当初弱小国家で、孝公の時か
ら改革を始め， 始皇帝の 代に中国を統一したo 始皇帝
は郡県制等の諸改革で専制主義 的中央集権制度 を確立
し， 乙 の体制は 以後二千年 以上にわた っ て継続す る 乙
とにな る O やがて唐代になる と ， 太宗李世民が人材を
重用 して改革を行 い， 明 貞観の治” と 呼 ばれ る 時代を
出現さ せた。 乙 の太宗の事業を引き 継いだ‘のが則天武
店であ り ， それを さ ら に 継意 発展 さ せた の が玄宗であ
る。 玄宗の時代は 明 開元の治” と 呼ばれ， 封建時代の
最盛期 を生み出 したO と 乙 ろ が近代になっ て， 百 日 維
新が保守派の 西太店の弾圧で失敗す る と ， それ以後 中
国の政治は腐敗的， 暗黒的なも のとなり ， 半封建 ・ 半
植民地への道程 を急速にすべ り 落ち て い く と と にな る。
以上の事実か ら も 分か る ように， 改革は 発展 と 進 歩 と
を推進し， 改革の内容がよければ歴史の 発展 も 早 く な
るの であ る 。
次に第二点として は ， 中国の現今の改革は 必ず成功
す る と いう乙 と を 挙げ た しh 現在中国では第二次革命
と 呼ばれ る 改革が進行中で， 中国は 乙 の改革を経 る 乙
とで新 し く 生まれか わ り ， 経 済力 も 必ず飛躍するも
の と 考え るo た だしその た めには， 次の三つの条件が
備わ る JZ�が あ る。第一は， 最 高指導者 が確 固 た る改
革派であ る と と。 歴史上にお い て も ， 皇帝が断固とし
て改革に取 り 組んだ時には必ず成功して い るO 秦始皇，
漢武帝， 唐太宗， 則天武后， 宋太祖， 明太祖な どみな
そうで あ る。 第二の条件は ， 改 革政策が継続して行わ
れ る 乙 とであ る o 唐朝が封建王朝の 全盛期を現出した
のは， 太宗． 員lj天武后， 玄宗が改革を継続した か らで
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あるO 第三K， 改 革と並ん で開放政策が重視さ れてい
る 乙 と であ る 。 国の門戸を開いて， 先進国家の技術や
管理の経験を導入す る 乙 と で， 初 めて前進の歩調を加
速でき る の で あ る 。
以上を 要約すれば， 歴史上の改革は， 最 高指導者の
皇帝が改革を堅持し， 改革政策が継続して中断せず，
かっ開放政策が 実行 さ れ た 時 には成功し たし そうで
なければ失敗した といえ る 。 私は 以上の歴史的事実 に
照 らして今 日 を 考察した と 乙 ろ， 改革の成功を保証す
る 条件はすべて備わ っ てい る も の と 考え る。 そ れ故，
中国が現今進め てい る 改革は 必ず成功す る と 確信す る
の であ る o
最後 に， 中国の改革の現状 に つい て述べてみた し＇o
現在の改革事業は 1 978 年第 1 1 期 3 中 全 会 に始 ま り ，
その後農村改革は相 当進行して堅実 な 物質的基躍が も
た ら さ れたo 乙 の基縫の 上 に 立 っ て 都 市の経済体制の
改革 も 行われ， 多く の 中小企業では租賃制・ 承 包制 ・
労働分配制な どを導入して， 生産を飛躍的に増大 さ せ
たo ま た 政治体制の改革については， 来た る 共産党第
圃 教育学部
13回代表大会 で幹部の若返 り が図 ら れ， 旺盛な 精力 で
各方面の改革が進め ら れてい く はずであ る 。 さ ら に教
育面については， 今 日 知識人の地位は四人組時代に比
べ て 大 き く 向上しているO
しかしな が ら， 中国は歴史が古く ， 改革は 困難で一
朝一夕に達成で き る も の で は な し＇o そ 乙 には過程が必
要な の で あ る 。 従 っ て改革の現状を一言で、概括すれば，
m困難を伴いな が ら も ， 第一歩には勝利を収めた”と
し1 っ た と 乙 ろ で あ ろう。 今後の展開は， 改革の大会で
あ る 第13回代表大会以後の 乙 と であ り ， こ の大会 乙 そ
中国の改革を新 た な 一章の上 に書 き込む 乙 と に な る と
考えてい る 。
講演を終えるに 当 た り ， 七言律詩 「訪日持懐 J 一首
を賦して， 私の訪日 の体験 と 心情 と を 表明し た い と 思
つ。




教 育 実習を め ぐ っ て
9 月 17 日 ・ 18 日 の両 日 ， 教育 実習中 では あ っ た が，
北信越地 区 協議会に参加の た め長聞に滞在した。 私は
英語科主任 と いう立場 で， 英語の授 業を参観し， 他校
の 先生 方 と 研究 内容等について意見を交換した。 一方，
実習部主任 というこ とで， 「教育実習j の 乙 と も 気に
な っ た の で， 他校の教育実習 の実施状況等を稲垣副校
長にお聞きした。 そ れ に よ る と ， 他校では教育実 習 を
3 年次のう ち に終えてしま うか， 4 年次で も 6 月 のう
ち に終え てしま うと の 乙 と。
昨今富山県 では， 教 員採用試験の結果 （ 内定 ） の 通
知が段々と早ま り， そ れにつれて 実習生の教育実習 に
対す る 評価 も 早 く 出 さ ざる を 得な く な っ てい る 。 ま た，
4 年次の教育実習が始 ま る 前に第1 次採用試験の結
果がわか っ てい る の で． 中 には 「 気j の抜貯た 実習生
が少 な か ら ず存在す る 乙 と に な る D そ のような実習生
に受け持た れ る 中 （ 小 ） 学生ほ ど， か わい そうな も の
はいな し、実習校 と して も， は な は だ迷惑な わけで，
「中 （ 小 ） 学生には伺の罪 も ないわけだし見方によ
っ ては， す ぐ 先生にな る よ り は心 の痛みの わか る よい
附属中 学校教官 実 習部主任 大 津 保
先生に なれ る か も 知れないよo j等 と奮起 をうな が さ ざ
る を得な く な る o
富山大学教育学部な ら びに その附属校園が と っ てい
る 今の 「教育実習Jのシス テ ムは， 乙 れ は 乙 れ で な か
なかの も の であ る。 す な わ ち ， 3 年次で一度教育実習
を や っ て， 失敗も含めて そ 乙 で得た ものを次年度に生
かすや り 方は優れた やり方 だ と思われる。 しかし上述
した よ うに， 「教員採用試験j な ら びに 「教育実習 j
を め ぐ る 厳しい状況を考え る と， 教育実習のよ り よい
あ り 方 について 考 えてみる 時期が来てい る ように思わ
オ1 る o
今年の 4 年次の教育実習は 9 月 28 日 で終わ っ た が，
その 反省会 での こ とD 一人ひ と り が感患を お り ま ぜな
が ら 反省を述べ たo そ の 中 で一つ私の心に強く 残 っ た
も の があ る o
「 去年は 生徒が嫌いだ、 っ たo 去年は 自 分が殻を 作 っ
ていて， そ こ か ら 出ていかな か っ た 。 今年の実 習 で，
自 分な り に生徒に ぶつか っ てい く うちに， 自 分の未熟
さ を反省し ま した。 一度は教職を断念した私ですが，
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も う一度 自 分の道を真剣に 考えてみた い。 J
それを聞い て， 私は伺故か救われ た ような気がした。
彼女の 他に も， 教職に就 く のを最初か ら あ き ら めて教
育実習 に のぞんだ学生 も い た ようだし， 2 人の学生 が
実習を受けない事態 も 生 じ た。 そういう中 で一人で も
「生徒を指導し， 人を育て る 喜びJを見い だした学生
がいた 乙 と を ， 私は と て もうれし く 思 っ た。
3年次の 実習生諸君／ あ る いは来年 以降教育実習を
受け る 学生諸君／教育は楽しい 乙 と ばか り ではな し＇o
生徒に 期待しては裏切 ら れ る 乙 と がしばしばコ で も，
ほ んのち ょ っ と した 瞬間IL, 「教師をして い て良か っ
た j と 思う乙 と があ る のだ、。
最後K， 附属 中学校の機関紙 「た がえし J ( 1 7 3号 ）
に， 「実習主諸君へ／」と いう題で私 が寄稿し た もの
があ る が， 実習生諸君の参考に な る と思うの で， そ れ
を こ 乙 K再掲した い と思う。
今か ら 1 1 ～2 年前， 私は実習生 （ 聴講生 ） として附
属中学校の教壇に立 っ てい た。 その私が今は， 実習生
の 世話をす る 実習主任をしてお り ， 巡 り 合わせ と は い
え， 不思議な も ので あ る。
「実 習JIL際して， 私は 乙 れか ら 始 ま る 生徒と の 出
会いに心を と き め かせたD そして， 生 徒 ら の熱い ま な
ざしに 負け ま い と ， 夜遅 く ま で教材研究をし， どの よ
うlとすれば よ り わか り 易 く な る か と 頭を悩ま せた も の
で あ る 。 ま た， 生徒への生活指導が甘 く な ら な い よ う
に， ケジメをつけて張 り 切 っ て や っ た覚え が あ る。
実 習生の実習 に対す る 考え方や 取 り 組み姿勢 は， 今
も 昔 も そ れほ ど変 わ ら ない と思うが， 全般的に見れば
「淡泊 に j あ る いは 「お と なし く jな勺たような 気が
する （ 実 習を受付 る 側に も 問題が な い ではな いが ） 。
実習生が先生方と違う大 き な点は， 「若しリと いう乙
と で あ る 。 「若さ J は 「未塾さ j k通 じ る が， 生徒は
実習 生の 「エネルギー j IL期待し， 「熱心 さ J IL応え
る はずであ る。
最 後』乙 生徒の声をい く つかひろ っ てみようo その
中か ら， 実習 生諸君が教師を めざす上 で 「何かj をつ
か ん で く れれば幸いであ る o
「と て も 明 る く て， 新鮮な 感 じ J , 「教え る のが
へ た だし， い や だなJ , 「一味違う勉強がで き て案
外楽ししリ， 「先生 であ る と 同 時に， 人生の 先輩 J , 
「声が小 さ し、。 も っ と 思 い っ き り や っ た 方がよいJ , 
「う る さ い時は， 私た ち の た め を思 っ て， 鬼に な っ
て悪い こ とを指摘してほししリ，
教 育 実習を 終 え て
小学校， 中学校を合わせ て一カ月 に及ぶ実習が終わ
り ま したD 乙 の一ヶ月 間， 朝 7 時前に家を出 る 忙しい
毎日 で， た いへ ん では あ っ たが充実した 日々であ っ た
と ， 今， 改めて思い ま す。 子ども た ち と と も に 考え，
生活す る 乙 と の で き た教育実習 と いう経験は， 大学の
講義 では得 る こ と の で き な い， 多 く の こ と を学ばせ て
く れ ま したD
その中 で も ， 今 回の実習 で強く 感 じ た こ と は， ひと
り ひと り の 子ど も の 考えをし っ か り 受け と め， 聞 く こ
と の 大切さ です。 教師は， 乙 の こ と を頭にし っ か り と
入れて， 授業を組み立て てい る は ず です。 私 も 私な り
に， 教材研究 に励み， 授業に臨み ま した。 しかし， 自
分の頭に描い た授業 を展開しよう と す る あ ま り に， 今
そ 乙 に い る 子ど も の姿や 考えを と ら え る 乙 と がで き な
く な る こ と がよ く あ っ た の ですO 自 分の 予怨す る 反応、
や答 え を期待して無理に その方向に進めよう とした り ，
教育学部 4 年 篠 島 祐 子
予思 もしな い反応や子ど も た ち の 考え に と ま どい， し
っ か り 子ど も の 考 えを聞く こ と が で き な く な っ た りし
た の です。 しかし こ の教師が予侶 もしな い ， 子 ど も
らしい 発煙こ そ が， 授業を 生 き た も の にす る と いう 乙
と を ， 今 回の実習 で も 強く 感 じ ま した。 そして， 教師
が向かを教 え て や ろうと い っ た 思い上が っ た 気持ちを
持たず， 子ど も と と も に考 え， 学 ん でい く こ と が大切
であ る と いう乙 と も 強 く 感じ る こ と が で き ま した。
乙 うした 気持ち で実習を終えて， 先 日， 本 を読んで
い た ら ， 現場の 先生の次の ような詩に出会 っ たの で紹
介して お き ま す。
あ あ でなければな らない
乙 うでなければな ら ない と
い ろ い ろに思いめ ぐ らしなが ら 子ど も を見 る とき
子 ど も は実 に 不完全 な も のであ り
’I 
鍛えて一人前に し なければな ら ない も ののよ うであ
る
いろいろな と ら われを棄て
柔 ら かな心 で子 ど も をよ く 見 る と き
そ の し ぐさのひとつひとつが じ つ にお も し ろ く
は じ ける生命の あ か し と し て自に映 っ て く る
「 生 き たい， 生 き た しリ と 言い
「伸びたい， 伸びたい」 と 全身 でいいなが ら
子ど も は そ 乙 に未完の姿で完結 し てい る
私が， 今回の実習でいち ばん強く 感 じ た こ と が， 乙
の詩の中に あ る と， 読んだときに思いま し た。 子ども
た ち は どの 子 も ， 伸びたが っ てい る o 学びたがってい
る o 乙 の子 ど も た ち の 気持 ち を 大切に し ， 子ど も た ち
と と も に 考えていけば， 自 然に ね ら いが生 ま れ， 学習
が生 ま れて く る はず、で・す。 乙 の 当然 といえば当然の こ
と を， 小学校実 習 に おいて も ， 中学校実習 に おいて も
強 く 感 じ ま し たa
ま た， 教師が， 自 分を さ ら け出 す と いうか， 自 分の
あ り の ま ま の姿を見せていく というこ と の 大切 さ を学
ぶ乙 と が で き ま し た。 こ の乙 とは， 中学校実習 で強く
感 じ ま し た。 中 学校 では， 小学校 と 違 っ て ， 年齢的な
乙 と ， 教科担任制であ る と いう乙 と も 手伝 っ てか， 生
徒か ら 私に声をかけて き て く れ る と いう 乙 と は少なか
っ た の です。 私 も ， 最初のう ち は ， 少々 と ま ど、っ て し
ま い ま し た。 そん な あ る 日 ， 担 当 の 先生が， 私に 1 時
間， 私の話をす る 時聞を く だ さ いま し たO 自 分の小学
校 や中学校時代の 乙 と な ど， 二十年 ち ょ っ と という短
い経験であ るけれ ど も ， 一生懸命話 し ま し たD 一時間
話をす る という乙 と は， な んてたいへんで難 しいのだ
ろうと感 じ なが ら 話 し ま し た。 そ の一時間， 私が話を
し た 後の 生徒た ち の反応は， そ れ ま で と 全 く かわ り ま
し たo 私を身近に感 じ て く れた の で し ょうo 男の子 も
女の子 も ， 生徒た ち のほ うか ら どんどん話 し かけて く
れ る よ うにな っ た ので、す。 そ し て 乙 の と き， 最初か ら
も っ と も っ と 自 分 か ら 生徒た ち に積極 的K話 し かけ，
関 わ っ ていく べ きだ ったなと 反省 し ま した。 子 ど も た
ち に， 教師の あ り の ま ま の姿をみせれば， 子ど もたち
も安心 し て 自 分 の あ りのまま の姿をみせてく れるよ う
に な る のだ と いう乙 と を肌で感じま し た。 乙 の乙 と は
中学校だけでな く ， 小学校 で も 言える乙 と だ と思い ま
す。 教育は， 人 と 人 と の関わ り の中 で行われていま す。
教師 も 子 ど も たちも， 自 分の本 当の姿をみせ る こ と の
で き る ， すば ら しい信頼関係を築いてい く こ と を大切
に し てい き たいと思い ま し た。
そ し て， も う一つ乙 の実習で学んだ大 き な 乙 と は，
教師の あ り の ま ま の表現は， こ とばを通 し て と 同 じ く ，
体を通 し て行わ れ る というこ と です。 すなわ ち， 子 ど
も と と も に体 を動かす こ と の 大切さ です。 休み時聞に
子ども とい っ しょに遊ぶこ と， そう じ の時聞に そ う じ
を と も にす る 乙 と ， 中学校 においては， 部活動 で生徒
と と も に練 習 し汗を流す 乙 と な ど， 教師 自 ら が体を動
か し て教 え る と いうこ との 大切さ ， すば ら し さ を改め
て 知 り ま し たQ 子ども た ち に と っ て， 自 分 と と も に が
んば っ て く れ る ， 一生懸命にな っ て く れ る 先生の姿を
見 る こ と が， どれだけ励みと な り ， や る 気 を お 乙 さ せ
て く れ る も の であ る か を知 り ま し た。 子 ど も た ち は，
ほ ん と うに 先生の こ と を よ く みてい る も ので、す。 こ の
乙 と は， 授業中 子ども た ち が， 私が， 漢字の書き！｜買を
一つ ま ち がえ た 乙 と を 見逃が さ なか っ た こ と か ら も う
かがえ ま すO 「う し ろ姿の教育」 というこ と を よ く 耳
に し ま す が， ま さ に そ の 通 り だ と思い ま す。 教師 と し
て， 子 ど も の前に立つ 以上身な り や心構え を し っ か り
と し てのぞま なければな ら ない と いう こ れ ま た 当然の
乙 とも， もう一度再認識で き ま し たO
今， 去一年， 今年の三校 での実習を終 えて， そ し て こ
の文を書いて感じる こ と は， や は り ， 教師にな り たい
というこ と で‘す。 子ども と と も に考え， 動 き ， 感じ る
乙 と の で き る 先生 に な り たい と いう こ と です。 そ の た
めの努力を， 乙 れか ら も 惜 しむ 乙 と な く し続けていき
たいと 思い ま す。
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昭和62年度教員養成学部学生合宿研修（秋季）を終えて
教 員養成学部学生合宿研修 （ 秋季 ） は今 回で10回 目
を数え， 研修を 通して（1 ）教育的活動での指導力 を身に
つけ る 乙 と白）共同生 活の中 での連帯 感の育成を図 る こ
と を主 た る 目 的と して， 国立立山少年 自 然 の家 で行わ
れ ま した。 乙 の研修は， 私達学生が 自 主 的に企画， 運
営する こ と が前提にな っ て お り ， 私達企画委 員は向か
ら や っ て良いのか ま っ た く わか ら ない状 態で準備を始
め ま したD た だ全 員一致した 意 見 で あ る例年にないも
の， 例年以上の も の を や ろうと の思いを抱いて 各企画
に取 り 組み ま したD
第 1 日 目は オリエ ン テ ーリン グで始 ま り ま した 。 乙
乙 では お 互いに ま だ良 く 知 ら ない人が多か っ た た め ，
班行動を と っ て よ り 親密にな る には良い機会でした。
ま た ， 教育現場に入 っ た 時K， 乙 の 活動の中 でどんな
点が困難なのか， どの ような助言をすれば良いのかを
理解し ようと 思い， コ ースは小学生向 き の簡単な コ ー
ス を選 び ま した。 しかし簡単であ る は ずが， 山を登 っ
た り沢を 下 っ た り と運動量の多さ に驚き ま した。
夕食後13グル ー プに わかれて座談会を行い ま し た。
ほ と ん どの グル ー プが 「結婚Jについて話し合っ た よ
うでしたo 私の参加した グル ー プで も， 乙のテ ー マ に
ついて 自 分が抱いて い る 結婚の イ メージや結婚に対す
る 考えな どを述べ合い ま した。 その 中 で男子と女子の
結婚に対す る 考え方の違いが浮 き 上が り ， お互いの違
っ た考 え 方を吸収 で き た のではないでしょうか。
そして， 割濯時聞に な っ た の ですが， 乙乙 で大騒ぎ
をしてしま い ま した。 事の 発端は， 2 日 目 のキャ ン プ
ファ イ ヤ ー で踊る フォー ク ダン ス の練習 でし た。 初め
は静か だ っ た の ですが， 次第に声が大 き く な り ， つい
には男子学生 全員 が大部屋 で一つの輸に な っ て， 練習
をし， その音が館内に響き渡る と い っ た情況 に な り ま
したo その た め， 同宿の小学校の 先生か ら 注意 さ れ，
前代未聞であ る と の 職員の方の言葉氏深 く 反省してい
る次第ですo
第 2 日 目 の ク ラ フトでは， 今回は竹細工を行いま し
たD で き る だけ作 り 易 く して も ら お う と の企画委 員の
配慮か ら ， 事前に 「竹で・つ く る お も ち ゃj という題材
が 与 え ら れて い ま し た。 ほ と んどの学生が， 竹細 工
は 初めて と あって， 固定観念にと ら われないユニ ー ク
な作品 が数々出来上が り ま したo 企画委 員 と の準備打
教育学部実行 委 員 長 太 田 富士弥
ち合せ では， も っ と 多 く の資料 を配布して お く 方が良
いの ではなし、か との意 見 も あ っ た の ですが， 作る も の
が集中してしま うの で避け ようと 話し合 っ た ね らい が
的中した 形 と な り ま した。 作品 発表会 では， 参加 さ れ
た 先生 方が， 昔と っ た き ねづか と ばか り 作 ら れた竹 と
んぼが， 天 高 く 舞い上が り ， 学生の中か ら 感嘆の声が
上が り ま した。
そして今 回の研修のメイ ン と で も 言うべ き 野外炊飯
と キャ ン プファイ ヤ ーに移 り ま し た 。 乙 の頃に な る と
各班共に班活動がスムー ズに行 え る よ う に なっ て い
ま しf:..o そ れ で も， 野外炊飯の準備は， 日 頃慣れない
乙 と だけに非常広大変だ、 っ た よう です。 調理の時聞が
各班で違ったため，食事の始ま っ た 班の皿の 上 に 灰が降
っ ている ようなア ク シデント も あ り ま した が， どの班
でも おいしそうな顔で食べてい ま しf:..o
キャン プファイ ヤ ーは， こ の成否が 研修の成否を決
め る と 言 っ て も 過 言ではな く ， 企画委 員 の力 の入れよ
うに 驚かさ れていま したO キャ ン プファイ ヤ ーの 盛 り
上 が り は例年 以上の も の を 見せ司会者の プロ グ ラ ムの
進め方， 話し方など， 私達が指導者 として参加す る 時
に大いに参考 に な っ た の で、はないで、しょうか。 ま た 終
了後に企画委 員 が流した 涙』乙 眼を赤 く した人も少な
く なか っ た と 聞 き ま した白
最終 日 は， 疲れの残る 中で、のハイ キ ン グでした 。 ハ
イ キ ン グよ り 登山と 言う方が適当 と思われ る コ ー ス を
巡 り ま した。 コ ース は長短 2 通 り を準備し， 各班で選
択して も らい ま した。 2 コ ー ス を設け た 事で時間 内に
全て の班が戻 っ て来ま した 。
最後の反省会では 先生方か ら の 自主的に行えて良か
っ た と のご感想に胸がいっ ぱいに な り ま し た。
県内 出身者が多 く を占め る 教育学部では， 自 宅 通学
の学生が多く ， 深夜 ま で、友達と顔をつ き 合わせて話し
合う機会 があ ま り あ り ま せん。 こ の よ うな中 に あ っ て，
今 回の合宿のように寝食を共にす る 事は， 友情を深 め
合う事に おいて も ， 私達にと っ て 大変貴重かっ有意義
な経験でした。
最後にな り ま した が， 御指導下さ っ た 立山少年 自 然
の家の職員の皆様， 参加 下 さ っ た 先生方， 事務職 員の
方々に は 深 く 感謝し， 今後の研修に おいて も変わ ら ぬ
御指導を お願いい た し ま す。
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1987年度化学史研究発表会を開催して
日 本化学史学会は， 化学史関係の 学会としては我が
国で最 も 古 く 設立さ れた伝統 あ る 学会で あ る 。 年 に一
度全国各地で大会を開催し， そ の 回数 も 本年で15回を
数 え てい る o しかし， 当 富山での開催は， そ の機会に
恵ま れないま ま 今 日 に 至 っ た が， 去 る 10月 2 日 （金） ～
4日 （日〉の 3 日 聞 に わた り ， 第15 回大会を 本学部を主
会場 として開催す る 乙 と が で き たo 以 下， その概要を
報告す るo
会期中， 招待講演し特別講演 2 ， 一般講演10があ
り ， さ ら に シ ンポジウム 「化学史研究 と 化学教育 j と
し て ， 4件の講演があった。
一般講演
1. 19世紀の オ ラ ン ダの化学 ・ 薬学の学統一幕末の
蘭書 ・ オ ラ ン ダ医の学統を探 る
（ 三菱水島病院 ・ ラ イ デ ン 大 ）
o石 田 純 郎， ハルム ・ ボイ ケ ルス
2 . 蘭文『格致問答』 6 冊 （ 含付 図 ） と 本屋の責任
（ 愛知学院大 ） 千 野 光 芳
3. ロパー ト ・ ボイ ル『懐 疑的な化学者』の第二版
( 1 680 年 ） に ついて
（ 千葉 ・ 習志野高 ） 赤 平 清 蔵
4. ピ ー タ － ・ シ ョ ウ と シュタ ー ル化学の イ ギリス へ
の導入
（ 東大院 ） 川 崎 勝
5. 職業 と してのChymist一一18世紀中葉の ロ ン ド ン
において 一一 （ 名大院 ） 大 野 誠
6. 宇田川椿庵と温泉化学
（ 金沢大〉 本 浄 高 治
7. 元京都帝国大学理工科 大学教授織田顧次郎につい
て
（ 大阪産大 ） 0木 下 圭 三， 田 中 和 男
8. アセチ レ ンの水和反応 一一ー その 発 見 と解明の検
討 竹 林 松 一
9 .  Staudingerの科学活動 と 政治的葛藤
（ 横浜商大 ） 古 川 安
10. 分子軌道法の 実在の 認識に ついて
（ 新潟大〉 藤 峰 千代子
教育学部教授 林 良 重
招待講演は， 播 吉星氏 （ 中 国科学院 自 然科学史研究
所 ） の 「 カー ル ・ シヨル レ ン マ ー について J （ 通訳っ
き ） で、あ っ たo
特別講 演は ， 難波恒雄氏 （ 富山医科薬科 大学 ） 「本
草の中の化学Jと ， 屡正衡氏 （ 中国東北師範大学 ）
「化学方法の 発展を論ずるJ （ 通訳っ き ） であ っ た。
シ ン ポジウムでは， 戸田一郎氏 （ 富山第一高校〉の
「高校理科か らみた『舎密閉宗』 の実験j ， 日 吉芳朗
氏 （ 石川 ・ 門前高校 ） の 「化学史上の諸実験 と化学教
育J ， 藤井 清久氏 （ 東京工 業大学 ） の 「非国教徒学校
(Dissenting Academy ） に お け る 化学教育J . 
柏木肇氏の 「 19 世紀初期イ ギリス の科学教育運 動 ー メ
カニ ク ス ・ イ ンス ティテュー ト ι関して－Jが発 表 さ
れたが， 戸田 ・ 日 吉氏の 発表は． 高校 に お ける化学史
上 の実験を導入し た化学教育の実状 に 関す る も の で．
藤井 ・ 柏木氏の 発表は． 化学教育そ の ものの歴史に 関
す る も ので あ っ た。
本年度の研究 発表会の特徴は， 招待講演 ， 特別講 演
に そ れぞれ中国の教育 ・ 研究者が登壇した 乙 と と． 特
別講演 に おいて富山医科薬科 大学和漢薬研究所の難波
氏が 「本草のなかの化学j について 講 演 さ れた こ と で
あ る 。 播 ・ 屡両氏の講演は， 日 中友好の面か ら も有意
義で、あ っ たし， 難波氏の講演は， 学際的な点で， 参加
者の注 目 を集めた 。
本会は隔年東京に おいて 開 催さ れ． 東京は参会者の
数が圧倒的に多いのが過去の 通例であ っ た が． 本年 は
そ の 通例を岐 り 地方で開催した に もかかわ ら ず， 近年
に ない多数の参会者をみた 乙 と は ， 主催者の一人 と し
て同慶の至 り で、あ る o ま た ． シ ン ポジウムのテ ー マ と
して 「化学史研究 と 化学教育j を掲げたが． 化学史研
究 と 化学教育 と の相互作用に ついての討論が， 時間の
不足か ら 不 十分 であった こ と は残念で あ る 。 今後の 継




先般10月 7 日 ～ 9 日 の 3 日 聞に亘 り ， 本学教養 部な
ら びに人文学部に おいて 表記の大会が開催 さ れたO 日
本動物学会は， 生物学関係の学 会 と しては 最 も 古 く 設
立さ れ た伝統 あ る 学会 で あ り ， 設立以来， 日 本の動物
学の各分野 での 発展の た め ， い ろ い ろ重要な役割を果
し て来てい る。 同 学会は年に一度大会を聞き ， 乙 の時，
全国の国 ・ 公 ・ 私立の大学 ・ 研究所及び民間の研究機
関な どか ら 研究者が多数集 ま っ て ， 最新の研究成果を
発表 し 意見を 交換 し 合う場 と な る o 動物学の 発 展に伴
い， 大会で 発表 さ れ る 研究分野 も拡大 し ， 現在では，
分類 ・ 系統学， 形態学， 細胞学． 内分泌学， 発生学．
遺伝学． 免疫学， 生理学， 生化学． 行動 ・ 生態学な ど
広範囲に及び． それ ら の中 には バ イ オテ ク ノロジー的
手法を駆使 した研究 も ， 数多く 含ま れて い る。 今． 少
し つけ加え る と ， こ う し た大会の開催は， 全国を 7 ブ
ロ ッ ク に分け た 学会の各支部 に よ り 輪番で担当 さ れて
お り ， 今年度は中 部支部がひきうけ る こ と に な っ た。
北陸地方では， 金沢で開催 さ れた 乙 と は あ る が， 当富
山 地区は その機会 に恵 ま れず今 日 に 至 っ て来た た め，
今 回の富 山 大会 と な っ た次第で あ る D
大会開催中の 3 日 間は， 早朝雨に た》 ら れ た 日 があ
っ た と は 云え， 幸に も北陸の 地と し て は好天が続 き ，
準備委員会一同 はホ ッ と安堵の胸をなでお ろしたO 大
会は． 初 日の午前 ・ 午後 と も 一般講演， 夜は各種関連
集会（ワーク ショ ッ プや シ ンポジウムな ど ） ． 第 2 日
目 の午前は一般講 演， 午後は総会 と 動物学会賞受賞者
講演． 夜は懇親会 ， そ し て． 最終 日 は午前 ・ 午後 と も
一般講演 と いう 日程で行なわれた。 申込み締切 日 であ
る 7 月 1 5 日 の時点 での大会参加希望者数は 667 名， 講
演発表希望数は 5 6 5 題 で、あ っ た が， 最終 的には， 大 会
当 日 の 出席者を加え る と 総参加者数は 1000名を は る か
に超え， 発表講演数 も 638 題 と な っ た。 文， 関連集会
も 14を数 え ， いずれ も 前々回 の東京， 前 回 の福岡 での
大会を 上廻 る 数字 と な り 大盛況であ っ たD そ れ に も 抱
ら ず， 大会中， 各会場の運営が非常に ス ムー ズに行な
われたのは， ひと え に ， 総勢 1 1 0 名 に及ぶ富 山 大学内
外の関係者 と 学生アルバイ ト 諸氏の誠意 あふれ る ど尽
力の賜物であ る。 た＇；＇＇ 6 00 題を超す講演 申込みに対
し て ， 入手不足か ら止むを 得ず講演会場を 10会場 とし
た た め， 第 2 日 目 の午後を除いた初 日 か ら 最終 日 ま で
理学部教授 小 島 学
の 2 日 間半は ， 午前 9 時か ら午後 5 時 ま で講演が行な
わ れ る と いうハー ドス ケ ージュ ー ル と な り ， 特に遠方
か ら の 出席者 で最終 日 の午後の 講演をお願い し た方々
には， 大変な 御迷惑 を お かけ す る ハメに な っ て し ま っ
た 乙 と は今 で も 心残 り であ る。 とは 云え， 各会場 と も
最終 日 ま で， 活 発 に意見の交換が行な われ た。 講演者
各 自 の侍時間は瞬く 聞に な く な り ， 座長は， その討論
をやむな く うち切る のに苦労さ れ る と いう場面 も 数 多
く 見 ら れ たO 一方 ， 初 日 の夜の関連集会は ， 夕食後開
催と いうハンデイキャ ッ プに も 抱 ら ず， 朝か ら 夕方 ま
での一般講演に ひ きつづき 熱心 な 参加者で、溢れ， あ る
会場 では， 予定終了 時刻を30分 以上 も オ ーバ ー す る 白
熱 し た討論がかわ さ れた程であ っ たD 第 2 日 目 の午後，
総会にひき続 いて ． 本年度 日 本動物学会費 を受賞 さ れ
た 山口大学の千葉喜彦教授 と ， 東京工業大学 の星元
紀教授 に よ り 受賞記念講演が行な わ れ た。 先づ， 千葉
教授 が． 我々生物の体内に存在す る ． 所謂， 体 内時 計
に 関す る 「行動の時間 生物学的研究」 と 題して． 次に ，
星教授が， 生物に と っ て新 しい個 体 と し て の 出 発点と
な る 卵 と 精子 と の出 会 い に 関 す る 「受精機構の生化学
的研究」 と 題して講演 さ れた。 お二方 と も ， 限 ら れた
時 間 内 に ， 国際的ιも 高 く 評価 さ れ る 輝か しい研究成
果を手際よ く ま と め て話さ れ． 出席者全員K大き な 感
銘を 与 え た。 こ の受賞者講演 の あ と ， 学生会館で懇親
会が聞かれた。 5 0 0 名 以上の参加者 の た め， 会場 とし
て 隣 り 合わせの 2 部屋を使用 し ての大懇親会 と な っ た
が， 幸に も， 立山 の雪解け水か ら 生 ま れ た『百薬の 長』
と ， 富 山 湾の『海の幸』はそ の 質 ・量 と もに大好評で ，
準備 し た側 と し ては大いに面白をほ ど乙したO たちご残
念であ っ た の は ， 当方のP R不足のた めか． 意外に
問昆布〆 ” が出席者 に よ り あ ま り 賞味 し ていたYけ な
か っ た 乙 と で あ る。
大会を終 え て お 帰 り の道すが ら ， 天候に も 恵 ま れて
い た こ と も あ っ て， 多 く の会員の方々には， 燃え る よ
うな 立山 の紅葉を十分に 賞でていたYけ た で あ ろうか。
今， 長い準備期間 の後． あ っ と 云う聞に過ぎ去 っ た 3
日 間 の大会をふ り 返 っ て見て． 伺は と も あ れ． 無事大
過な く 大会を終了 で き た 乙 と に感謝 の 気持で一杯であ
る O そ し て． 乙 の大会を成功に導いて 下 さ っ た総べ て
の方々 に心か ら御礼申 し 上げたい。
FD 
富山県の伝統産業であ る 医薬品工業 界では ， 新 し い
バイ オ テ ク ノロ ジ ー の開 発 ・ 導入 に よ り 一大躍進すべ
く ， 日 夜 懸 命 の 努 力 が 積 み 重ね ら れて い る 。 今 回 ，
富 山 での動物学会大会の開催が ， 一つの刺激剤 と も な
っ て ， そう し た 地元産業界の 発展興隆の た めに 多少な
画 教 養 部
り と も貢献で き た と す る な ら ば望外の 喜 びであ るO 最
後に ， 本大会開催に あ た り 富 山 県な ら びに 富 山 市か ら
多大の御援助を頂い た 乙 と を ， 乙 の機会を か り て 厚 く
御礼申 し 上げ る 次第で あ るD
日本独 文学会北 陸 支 部 会開 催
「 日 本独文学会北陸支 部第16 回総 会並びに 研究発表
会 j と 厳 め し く 銘打 っ た さ さ やか な学会が ， 10月 6 日
（火） 午後 1 時か ら 同 5 時45分 ま で教養 部 3 2 6番教室
で聞かれた。
日 本独文学会 と いうの は ， 日 本の 「広 く ドイ ツ 語 ド
イ ツ 文学に 関心を有す る 者 J （ 会則 ） で組織さ れてい
る学会 で ， 会員数は約 2 5 0 0 ，そ の大半は 言う ま で も な
く 国公私立大学 ・ 高専の ドイ ツ 語教官であ る 。 学会支
部は北海道 ・ 東北 ・ 北陸 ・ 関東 ・ 東海 ・ 京都 ・ 阪神 ・
中国四国 ・ 西 日 本の 9 つ に 分れて い て ， 北陸 支 部は新
潟 ・ 富 山 ・ 石川 ・ 福井の 4 地区か ら 成 り ， 支 部員の数
は 約80名 で あ る O こ れを少い と 見 る か ， 案外多い と思
うかは各人の 立場 に よ る であ ろうO 北陸支部の行事 と
し ては ， 2 年 に 1 度の総会並びに研究 発 表会を上記の
4 地区のひ と つが順次当番と な っ て 開催す る 。 従 っ て
次に富山 で 乙 の会が聞かれ る のは 8 年 後 と いう乙 と で
あ っ て ， 万事に気忙わ し い今の 世 の 中 では ， か な り ユ
ニ ー ク な テ ン ポであ る。
当 日 の 出席者は約50名 で ， 新潟 と石川 地区 か ら 各 2
名 ， 富 山 と 福井地区か ら 各 1 名 ， 計 6 名の支部員の 研
究 発表 （ 1 人に つ き 発表25分 ， 質疑応答 10分 ） が行わ
れたo そのうち 4 つま でが若手の 研究者 に よ る ドイ ツ
語学の理論 ・ 方法及び ドイ ツ 語教授法に関す る も の で
あ り ， コ ン ビュ ー タ ー を駆使 し ての 言語研究をめ ぐ っ
て質疑応答 も 活 発 で ， 北陸支部 と い え ど も 時代の趨勢
の外にあ る わ付 では な い 乙 と が如実に示さ れ たO そ の
反面 ， 文学 に 関 す る 発表が少 な過ぎた感が な い で も な
か っ た が ， 幸い本学の 吉 田 清教授 （ 人文 ） の 研究発表
「 グ リ ルパ ルツ ア ー の オ ペ ラ 観 j に よ っ て支 部会 の樟
尾が飾 ら れ た。 末筆な が ら ， こ の会 の た め に教養部及
び本部 ・ 人文学部の事務の方々か ら 多大の ど配患を頂
い た 乙 と に対 し て ， 乙 の所を借 り て深 く 御礼 を 申 し 上
げる。 （ 大谷 重彦記 ）
広U唱EA
× × × × × ×× 学 生 部 だ よ り × × × × × × ×
く〉体育系サ ー ク ル リ ー ダ －研修会に つ いて
本年度の研修会 は ， 2 泊 3 日 の 日 程 で 山野ス ポー ツ
セ ン タ ー にお い て ， 下記の と お り 実施さ れ ， 各サ ー ク
ル代表者が参加 し ， 熱心な 討論を 重ね有意義 に終了す
る こ と が で き ま し た 乙 と を報 告す る と と も に ， 乙 乙 に
あ ら た めて関係各 位に感謝い た し ま すo
な お ， 今年度 も 学外講師を招 いて 講演を行い ま し た9
0実施概要
期 日 昭和62年 IO月 5 日 （月 ） ～ 7 日 （水 ）
( 2 泊 3 日 ）
場所 富 山 県体育 協会 山野ス ポ ー ツ セ ン タ ー
（ 富 山 県上新川郡大 山町本宮 ）
参加者 体育会役員及び体育会所属サ ー ク ルの リ ー
ダー 64名
講師 西川友之 （ 教育学部助教授 ）
北村潔和 （ 教養 部助教授 ）
他 2 名
研究項 目
ー ク ラ ブに お け る リ ー ダー の 位置 ・ 仕事
（ なすべき 乙 と ） ー
分科会 I 「体育会の ク ラ ブ と し て 目 指す も の 」
分科会 E 「部活動の強化 ・ 充実」
分科会 皿 「 リ ー ダー と し てな すべ き こ と J
講演
間 強 く な る に は練習す る し か な し いP
前富 山 大学長 柳田 友道
明 ス ポー ツ傷害について ”
富 山 医科薬科大学附属病院
整形外科講師 山 田 均
四 ス ポ ー ツ 時の水分摂取 に ついて ”
教養部助教授 北村潔和
体 育会 ク ラ ブ の 発展 の た め に
体育系 サ ー ク ル リ ー ダ ー 研修会 （ 以 下 ， リ ー 研 と 略
す るO ） は ， そ の 目 的を 「課外活動のあ り 方や問題点
につ いて ， 分析検討 し ， 本学体育系各部の 発展に寄 与
す る と と も に ， リ ー ダ ー と し ての 資質の 向上を図 り ，
あわせてサー ク ル相互の親睦を 図 るり と し て ， 毎年学
生部 と 体育会が行 な っ て い ま す。
今 年 も ， 昨年に続 い て 大 山町の 山 野 ス ポー ツ セ ン タ
ー に 於 て ， 10月 5 日 （月 ） ～10月 7 日 （水） の 2 泊 3 日
の 日 程で行な い ま し た。 今 回の リ ー 研は ， 参加 者に確
固 た る リ ー ダ ー シ ッ プを持 っ て も ら う 乙 と は も ち ろ ん ，
実 際 に ク ラ ブ を運営 し て い く の に必要な 知識や心構え
な ど、を 身 に つけ て も ら う こ と を 目 指 し ま し た。 そ の た
めに ， 体 育 会 ク ラ ブの リ ー ダ ー と し て活躍 して き た 2
名の 先輩を招いて ， 学生 発表会 と い う 形で経験談 な ど
を話 し て いた だき ま し たO 硬式野球部 の五十里 さ ん に
は ， 彼 自 身が行な っ て き た オ フ シ ー ズ ン の ト レ ー ニ ン
グ方法 に つ いて理論 と 実技 を合わせ て 発表 し ていた だ
実行委 員 長 中 本 武 史
き ， ま た ， 水泳部前主将の津野 さ んには ， 失敗談 を 中
心 に リ ー ダー の なすべ き 乙 と ， 仕事 ， 心構え な ど話 し
て い た だ き ま し た。 然 し な が ら ， 全 ク ラ ブに参加 を 呼
びかけ た に も かかわ ら ず， 25ク ラ ブ45名の参加 に終わ
り ま し た。 乙 れ に は ， 昨年 と 同様 に教育学部の オ リ エ
ン テ ー シ ョ ン が 重な っ た こ と も 原因に あ る と 思 わ れ ま
す。
さ て ， 討論会 ですが， 有効に討論を進め る ため ， 参
加者を 5 つの グル ー プ （ 当初は 6 つ に 分 け てい ま し た
が ， 当 日 の数 ク ラ ブの 不参加の た め急拠 5 つ に変更 し
ま し た。 ） に 分 けて ， テ ー マを 「 ク ラ ブに お け る リ ー
ダ ー の 位置 ・ 仕事 （ なすべ き こ と ） J と し て ， 3 固に
わ た り 行な い ま し たo 討論は活発な も の と な り ， 積極
的な意見 交換が で き た と 思い ま す。
講演は ， 学外 か ら 2 氏を招い て行な い ま し たO ま ず
富 山 医科薬科病院整形外科講師の 山 田 先生に 「 ス ポ ー
ツ傷害につ い て j と い う 題 で， ス ラ イ ド を 用 い て ， ス
マd， ，  ． ．  
ポ ー ツ 中に 起 き やすい怪我や故障 に つ い て の お話 ， 前
富山 大学長の柳田 先生に 「 強 く な る に は練習す る し か
な い j と い う 題 で ， 先生の学生時代の経験談を ま じ え
な が ら ， 不断の練習がし ゅ〉に大事であ る かを ， 熱ぽ く
語 っ て い た だ き ま し た。
講議は ， 学内か ら 2 人の 先生を招 いて行な い ま し たO
ま ず ， 教育学部助教授の西川 先生 に 「ヤ ル気を起乙 さ
せ る リ ー ダー像」 と い う 題 で ， 日 頃 ， 先生が体育系サ
ー ク ルにつ いて感 じ てお ら れ る 乙 と や ， ス ポ ー ツ 選手
のル ー ル ・ マ ナ ー な どに ついて ， ま た ， 教養部助教授
の北村先生 には 「ス ポ ー ツ 時の水 分摂取 に つ いて j と
い う 題で ， ト レ ーニ ン グ前後の水分の取 り 方 ， 種 類 ，
効果につ い て ス ラ イ ド を使い ， 興味深 く 講義 し てい た
だ き ま し たo
全 て の講 演 ・ 講義 ， 討論会の終わ っ た夜 ， ク ラ ブ相
互及 び， 体育会 と ク ラ ブの親睦を図 る た め 自 由 交換を
行 い ， 明 日 の体育会 ク ラブの た め に 語 り 合い ， 歌い ま
し たD
乙 う し て ， リ ー ダ ー 研修会は 2 泊 3 日 の 全 日 程 を終
了 し ま し た が ， 研修会が意義の あ っ た もの で あ る かは
今す ぐ に は判 断で き ま せん。 参加者の皆 さ ん には ， 今
後 ， 乙 の研修会 を 1 つの き っ か吋 と し ， 研修会で得 た
ものを忘れな い よ う に し て明 日 の体育会ク ラ ブの 発展
と前進の た め に 生 か し て い っ てほ し い も の で‘す。
最後に ， こ の 研修会を行 な う に あ た っ て ， ど尽力 し
て い た だい た 学生部 ， 体育教官の方々 に感謝 を し て ，
挨拶 と 代え さ せて頂き ま す。
。。唱A
昭和62 年度後学期 専 門移 行者 調
( 6 2. l  0. 1 付 ）
学
�竺E
専 門 教 育 課 程 移 行 者 数 移 行 不 許 移 行 対 象
部 5 7  5 8  5 9  6 0  6 1 可 者 数 者 数
人 人 文 学 科
2 90 9 1 0 1 
吉関五口 学 文 学 科 8 9  6 9 5  
文
計 2 1 7 9 1 5 1 9 6 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 1 3 3  5 1 3 8  
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 3 9  1 0  4 9  
養 護 学 校教 員 養 成 課程 20 1 2 1  
育 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 。 3 0  
言十 2 2 2  1 6 2 3 8 
経 済 学 科 1 6 1 0 5 4 4  1 5 6 
経
経 営 学 科 1 5 1 0 3  3 2  1 4 1 
経 営 法 � 科 1 6 6 9  3 7  1 1  3 
済
計 2 1 2 7 7  4 1 0  1 7  1 1  3 
数 学 科 1 3 5  1 4  5 0  
物 理 Aナ
,,,, 
科 1 1 24  2 7  5 3  
化 学 科 1 3 3 9  6 4 9  
1理
生 物 件f.. 科 2 2 8  9 3 9  
地 球 科 Aナ
,.. 
科 1 2 8  1 0  3 9  
E十 3 7 1 54 6 6  2 3 0  
電 Eヌ＼ 工 学 科 1 4 7  1 1  5 9 
工 業 化 学 科 1 4 3  1 3 5 7  
金 属 工 � 科 1 5 3 4  1 5 5 5  
機 械 工 戸f主ι 科 2 4 6  1 5 6 3  
工
生 産 機 械 工 学 科 1 1 2 3 6  1 4 5 4  
化 戸fι 工 学 科 1 3 3 2  2 1  5 7  
電 子 工 � 科 4 2 7  2 3  5 4  
計 1 2 1 1 8 2 6 5  1 1  2 3 9 9 
Zロ::.. 5十 3 3 4 4 4  1 ,09 7  3 2 2 1 ,4 7 3 
昭 和 62 年度後期 授業料 免除 に つ いて
昭和62年度後期 授業料の 免除につ い ては ， さ き に 開催
の授業料等減免選考委員会の選考を経 て ， 出願者 64 9 名
（ 学部 5 92 名 ， 大学院54名 ， 専攻科 3 名 ） の う ち ， 4 4 1
名 （ 学部4 0 2名 ， 大学院36名 ， 専攻科 3 名 ） が全額 免除 ，
5 名 （ 学部 2 名 ， 大学院 3 名 ） が半 額 免 除 を 許可 さ れ
49名 が不許 可 と な っ た。 ま た ， 1 5 4名 は超過 免除申請す
る 乙 と と な っ た。
な お ， 授業料 免除及 び奨学金を 希 望す る 者で ， 不 明 な
点があ れば厚生 課奨学係又は各 学部の学務係 （教養部は
学生 仰 に良 く 相 談 し て下 さ い。
（ 参考 ） 前期授業料 免除実施状況
区 分 出 願 者 許 可 者 不許可者
学 部 5 8 2 名 5 0 7 名 7 5 名( 1 1 4  
大 学 院 6 5  6 0  5 ( 2 0 )  
専 攻 科 3 3 。
計 6 5 0  5 7 0  8 0  ( 1 3 4 )  
（ ） は半免で内数
QU 唱A
授業料 免除の 収 入 限度額 に つ い て
授業料免除は 「経済的な理 由 に よ っ て納付が困 難 で、 （例） 4 人世帯 一 両親 ・ 本人 ・ 公立 高校生
あ り ， かっ， 学業優秀 と 認 め ら れ る 場合J に許 可 さ れ 5 人世帯 一両親 ・ 本人 ・ 公立 高校生 ・ 中学生
る 乙 と に な っ て い ま すO
授業料 免除を受け る こ と の で き る 「世帯の年間 収入
総額J は ， 所得の種類 ， 世帯の構成 ， 通学形態が異な
る ので一概 に は 言え ま せんが， 例 え ば ， 給与所得者 世
帯の場合は右表の金額程度 以 下 に な り ま すD
級 地 世 帯
収 入 金 額
自 宅 通 学 自 宅外通学
A 級 地 4 人世帯 5 6 0 万円 6 1 2 万円
（ 大 都 市 等 ） 5 人世帯 6 1 4 万円 6 5 8 万 円
B 級 地 4 人世帯 5 4 5 万円 5 98 万円
( A級地以外） 5 人世帯 5 98 万円 6 4 7 万 円
（注） 級地の 区分は学資負担者の住所 に よ る もの ですD
詳細は学務係へ 問 い合わ せて 下 さ い。
昭和62年度学生健康保険組合予算 ・
昭和6 1年度学生健康保険組合決算 に つ いて
標記につい て ， 去 る 10月 21 日 の 理事会に お いて ， 下記の と お り 承認 さ れ ま し た ので， お 知 ら せ し ま す。
1. 昭和 6 2 年度 学生健康保険組 合予算
＜預 り 金＞
収 入 の 部 支 出 の 部
繰 越 頂 り 車，、 8,7 0 2.4 0 0 円 運 営 費 へ 繰 入 金 5,8 2 0,3 0 0 円
新 入 生 等 組 合 費 6, 9 8  0,6 0 0 円 返 還 金 9 6,0 0 0 円
預 り 金 9,7 6 6,7 0 0 円
企口』 5十 1 5,6 8 3,0 0 0 円 -g. 計 1 5,6 8 3,0 0 0 円
＜運営費〉
収 入 の 部 支 出 の 部
前 年 度 繰 越 金 3,5 6 6,3 5 3 円 医 療 費 等 給 付 金 5,0 0 0,0 0 0 円
昭 和 62 年 度 頂 り 金 事 務 運 営 費 等 6 1 3,0 0 0 円
よ り 繰 入 金 5,8 2 0,3 0 0 円
預 金 手u ペ自ニハ 6 1 4,0 0 0 円 予 備 費 4,3 8 7, 6 5 3 円










収 入 の 部 支 出 の 部
繰 越 預 り 車／、 6,8 3 9,7 0 0 円 運 営 費 へ 繰 入 金 4,9 8 6,4 0 0 円
新 入 生 等 組 合 費 6,93 0, 1 0 0 円 返 1、主8空主 豆，、王、 8 1 ,0  0 0 円
預 り 王，位、 8,7 0 2,4 0 0 円
i』] 計 1 3,7 6 9,8 0 0 円 ii 1 3,7 6 9,8 0 0 円
＜運 営費＞
収 入 の 部 支 出 の 部
前 年 度 繰 越 金 2.8 9 9,9 0 1 円 医 療 費 等 給 付 金 4,5 8 6,7 3 9 円
昭 和 6 1 年 度 頂 り 金 事 務 運 営 費 等 3 4 7, 3 3 0 円
よ り 繰 入 金 4,9 8 6,4 0 0 円
預 五ノ＼五 手lJ ，自＇－＂、 6 1 4 ,  1 2 1 円 翌 年 度 繰 越 金 3,5 6 6,3 5 3 円
ii 計 8,5 0 0,4 2 2 円 � 、 計 8,5 0 0,4 2 2 円
0 昭 和61年 度の 医療費給付件数は 9 83 件で ， 1 件 当た り 医療費給付金額は 4,65 6 円でした
学生健康保険組合規約の一部 改正に つ いて
こ の こ と に つい て ， 至 る 1 0月 21 日 の 理卓会 に お い て ， 下記の と お り 承認 さ れま し た の で ， お知 ら せ し ま す。
昭 和63年度 か ら 1 人 当 り 年間医療費給付の 最高限度 な お ， 昭和59年度 以前入学生 （組合費 7 0 0 円納入者）
額 を従来の 3 5,00 0 円 か ら 4 5,0 0 0 円に値上げ し ， 昭和 63 について は ， 1 人 当 り 年間 医療費給付の最 高 限度額は
年 4 月 1 日 か ら 実施 し ， 昭和60年度入学生か ら適用 し 従 前 どお り 3 0,00 0 円 ですの で ど留意下 さ し 、
ま す 。 （規約一部改 正 条項 ： 第 22条 第 2 号 ）
唱EAっ“
キ ャ ン パ ス 樹 木 誌 （ 1 ) 
ヒ マ ラ ヤ
ス
ギ
ヒ マ ラ ヤス ギはその名の ごとく ， ヒマ ラ ヤ山脈の 南
麓 に 沿って アフ ガニスタ ン か ら ネ パ ール 西部 にまで分
布しているO 学 名を（ Cedrus d eodara ） とい う が ，
deodara は ヒ ン ド ゥ 一語で神の 木を 意味する。 し なや
か な 枝が横 に張 り 出して独特の風格ある樹形を示すが ，
かつて ヒマ ラ ヤ地 方では この木は神聖な樹とされてい
たとい う O かつて イ ン ド北 部 ， ヒマ ラ ヤ山麓の ダ ラ ム
サ ラとい う 町を訪ね た 時 ， 標高 2 0 0 0 m に 達する急峻
な山の斜 面 に ヒ マ ラ ヤス ギの 美しい 森林が成 立してい
たが ， 現地で見る本場ものの ヒ マ ラ ヤス ギの林に思わ
ず感動し たのを思い 出す。
ヒマ ラ ヤス ギはマツ科の植物で ， 系統的 に はカ ラマ
ツ 属（ L ar i x）に近いが ， 常緑性である点でカ ラマ ツ 属
と区別されるD 比較的涼しく乾燥 し た 土地を 好み ， 樹
高50 m ， 胸高 直径 2 m にも達する 巨木に なる。 毛主 果 は
長さ 約 lOcm ， 直径約 5 cmの卵形で ， 熟するとパ ラ パ ラ
に分 解して羽のつい た 種 子を飛ばす。
日本 に は 明 治の 初期 に 入っ たと言われるO 日本の気
候でも よく 育 ち ， 風格の ある美しい樹形が 好まれて広
く栽培されているQ 枝が水平に 広がる こと， か な り の
ヒ マ ラ ヤ山麓に 自 主する ヒマ ラ ヤス ギ
（ イ ン ド ， ヒマチ ャ ル ・ プ ラ デシュ 州 にて ）
大 木 に なる ことの ため ， 公 園の よ う な 広い場所 に 適し ，
単 木で ， あるいは数本まとめて植栽される。 た だ男定
や刈込みは こ の 木の本 来の風格を損い ， 樹勢を弱める
ので 好ましく な し ＇o
本学 キ ャ ン パスで は理学 部一 号館の前お よび構内数
カ所 に 植 えられている。 （ 教養 部教授 小島 覚）
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